
    

平成１７年３月期  第１四半期業績の概況(連結)  平成１６年 ８月 ９日

上場会社名  丸全昭和運輸株式会社 （コード番号：9068 東証第１部） 

（ＵＲＬ http://www.maruzenshowa.co.jp/）  

代    表    者 取締役社長  井上   隆  

問合せ先責任者 経理部長  山形 正治  （ＴＥＬ：045 ― 671 ― 5861 ） 

１．四半期業績の概況の作成等に係る事項  

① 会計処理の方法における簡便な採用方法の有無 ： 無 

② 最近連結会計年度からの会計処理の変更の有無 ： 無    

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の状況の有無 ： 有  連結（新規）1社  

２．平成１７年３月期第１四半期の業績概況（平成１６年４月１日 ～ 平成１６年６月３０日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 

四半期 (当期)  

 
売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 

純   利   益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

17年3月期第１四半期 21,154 8.2 926 9.0 1,077 8.2 620 18.7

16年3月期第１四半期 19,556 － 849 － 996 － 522 －

参考)１６年３月期 81,066 3,639 3,875  2,037

 

潜在株式調整後 

 
1株当たり四半期 

（当期）純利益 
1株当たり四半期 

（当期）純利益 
  円  銭 円  銭

17年3月期第１四半期 6.84 －

16年3月期第１四半期 5.58 5.07

参考)１６年３月期 21.38 －

 (注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しています。 
 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 

1 株 当 た り 
 総  資  産 株 主 資 本 株 主 資 本 比 率 

株 主 資 本 
 百万円 百万円 ％ 円  銭

17年3月期第１四半期 87,911 45,883 52.2 505.96

16年3月期第１四半期 83,086 42,708 51.4 455.99

参考)１６年３月期 88,355 45,424 51.4 500.88

 
(参考１) 個別経営成績等の状況 

 四半期 (当期) 

 
売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 

純   利   益 
  百万円 百万円 百万円 百万円

17年3月期第１四半期 17,725 815 977 578

16年3月期第１四半期 17,143 830 974 537

参考)１６年３月期 69,833 3,426 3,522 1,846

 
３．平成１７年３月期の連結業績予想（平成１６年４月１日 ～ 平成１７年３月３１日） 

 予 想 売 上 高 予 想 経 常 利 益 予 想 当 期 利 益 

  百万円 百万円 百万円 

中     間     期 42,500 1,850 1,100 

通            期 86,000 3,750 2,200 

 
(参考２) 平成１７年３月期の個別業績予想 

 予 想 売 上 高 予 想 経 常 利 益 予 想 当 期 利 益 

  百万円 百万円 百万円 

中     間     期 35,500 1,750 1,050 

通            期 71,500 3,450 2,050 

(注)業績予想については、本資料発表時点で入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因を前

提に算出したものであり、実績は異なる結果となる可能性があります。 
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経営成績及び財政状態 
 

１．経営成績 

①当第１四半期（平成 16 年 4 月 1日～平成 16 年 6 月 30 日）の概況 

       当第１四半期の運輸業界は、輸出の好調や製造業を中心とした業績回復等の明るい材料が散見され始

めたとはいえ、生産拠点の海外移転による国内貨物量の減少、雇用環境回復の遅れ、企業物流費の削減に加

え、原油価格の高騰等のコスト増加要因が重なり、依然として厳しい状況が続いております。 

  このような状況下、当社グループは、計画２年目となる「第二次中期経営計画」を推進し、企業体質の強化

を図り、「攻めの営業」を展開するための組織体制再編を行なうと共に、３PL 業務をさらに拡大強化し、顧

客に対する最適物流プランの機動的提案や物流サービスの向上に努めてまいりました。 

  その結果、法人事業税の外形標準課税導入や排ガス規制の強化等の収益圧迫要因が増加しましたが、新規業

務の獲得や既存業務の深耕、そして総コスト圧縮などにより、当第１四半期の収益はほぼ当初の計画通りに

推移し、売上高は 21,154 百万円と前年同期比 1,598 百万円（8.2％増）の増収となり、営業利益は 926 百万

円と前年同期比 76 百万円（9.0％増）、経常利益は 1,077 百万円と前年同期比 81 百万円（8.2％増）、当期純

利益は 620 百万円と前年同期比 97 百万円（18.7％増）の各々増益となりました。 

なお、事業の種類別セグメント情報は次のとおりであります。 

       （単位：百万円） 
  自 平成16年 4月 1日 

 

当第１四半期 

 至 平成16年 6月30日 

区   分  構内作業 そ の 他  消 去  

  物流事業 及び機械   計   又 は 連 結

   荷役事業 事 業  全 社  

売上高及び営業損益       

 売  上  高       

(1)外部顧客に対する売上高 16,741 3,879 533 21,154 － 21,154

(2)セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － －  － － 

 計 16,741 3,879 533 21,154 (－) 21,154

 営 業 費 用 16,119 3,652 455 20,228 (－) 20,228

 営 業 利 益 621 227 77 926 (－) 926

（単位：百万円） 
  自 平成15年 4月 1日 

 

前第１四半期  

  至 平成15年 6月30日 

区   分  構内作業 そ の 他  消 去  

  物流事業 及び機械   計   又 は 連 結

   荷役事業 事 業  全 社  

売上高及び営業損益      

 売  上  高      

(1)外部顧客に対する売上高 14,985 3,949 621 19,556 － 19,556

(2)セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － －  － － 

 計 14,985 3,949 621 19,556 (－) 19,556

 営 業 費 用 14,439 3,746 520 18,706 (－) 18,706

 営 業 利 益 546 202 100 849 (－) 849

②当期（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日）の見通し 

       新規連結会社の増加や経営環境の変化により、平成 16 年 5 月 21 日発表の業績予想の数値を若干であり

ますが、修正をしております。 

２．財政状態 

    当第１四半期の財政状態につきましては、総資産は前第１四半期末と比較して 4,825 百万円増加しましたが、

それは主に株主資本 3,175 百万円の増加（株主資本比率は 0.8%改善）によるものです。 
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要 約 連 結 貸 借 対 照 表 

 
（単位：百万円） 

当第１四半期 前第１四半期 前連結会計年度 

平成16年6月30日現在 平成15年6月30日現在
比較増減 

平成16年3月31日現在

                  期    別  

 

科    目 金  額 構成

比 

金  額 構成比

金  額 

金  額 構成比

  （資 産 の 部） %  %

流動資産 26,240 29.8 26,174 31.5 66 27,438 31.1

  現金及び預金 5,909 7,313 △1,404 7,745

  受取手形 1,818 1,695 122 1,804

  営業未収金 14,611 13,470 1,140 14,713

  たな卸資産 186 191 △4 129

  繰延税金資産 591 512 79 579

  その他 3,189 3,041 147 2,522

  貸倒引当金 △65  △50 △15 △56

固定資産 61,670 70.2 56,911 68.5 4,759 60,916 68.9

  有形固定資産 40,637 46.2 41,242 49.6 △605 40,439 45.8

  建物及び構築物 20,991 22,118 △1,126 21,281

  機械装置及び車両 3,694 3,089 604 3,291

  土      地 15,747 15,763 △16 15,747

  その他 204 271 △67 119

無形固定資産 2,130 2.4 1,068 1.3 1,062 1,971 2.2

投資その他の資産 18,902 21.6 14,600 17.6 4,302 18,505 20.9

  投資有価証券 14,345 9,854 4,490 13,976

  その他 4,678 4,868 △189 4,652

  貸倒引当金 △120 △122 1 △123

資産の部合計 87,911 100.0 83,086 100.0 4,825 88,355 100.0

  (負 債 の 部)  

流動負債 24,816 28.2 30,829 37.1 △6,013 25,546 28.9

  支払手形 115 139 △24 100

  営業未払金 8,290 7,288 1,001 8,296

  短期借入金 10,319 11,146 △826 11,226

  １年以内償還予定転換社債 － 6,505 △6,505 －

  その他 6,090 5,750 340 5,922

固定負債 17,207 19.6 9,545 11.5 7,662 17,380 19.7

  長期借入金 10,002 3,862 6,140 10,324

  退職給付引当金 4,834 4,847 △12 4,847

  その他 2,370 835 1,534 2,209

負債の部合計 42,024 47.8 40,375 48.6 1,649 42,927 48.6

  (少数株主持分)  

少数株主持分 4 0.0 2 0.0 1 3 0.0

  (資 本 の 部)  

資本金 9,117 9,117          － 9,117

資本剰余金 7,843 7,842 0 7,843

利益剰余金 27,141 25,716 1,424 26,920

その他有価証券評価差額金 4,109 1,446 2,663 3,864

為替換算調整勘定 △183 △119 △63 △176

自己株式 △2,145 △1,295 △850 △2,143

資本の部合計 45,883 52.2 42,708 51.4 3,175 45,424 51.4

負債・少数株主持分及び  

資本の部合計 87,911 100.0 83,086 100.0 4,825 88,355 100.0
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要 約 連 結 損 益 計 算 書 

 

（単位：百万円） 

当第１四半期 前第１四半期 前連結会計期間 

自 平成 16年 4月 1 日 自 平成15年4月 1日 自 平成15年4月 1日

至 平成16年 6月30日 至 平成15年6月30日 至 平成16年3月31日

                  期    別  

 

 

科    目 金  額 比  率 金  額 比  率

増減金額 

金  額 比  率
       % %  %

  営 営 業 収 益 21,154 100.0   19,556 100.0 1,598 81,066 100.0

 業  営業収入 21,154 19,556 1,598 81,066

 損    

経 益 営 業 費 用 20,228 18,706 1,521 77,427

 の  営業原価 19,422 17,946 1,476 74,615

常 部  販売費及び一般管理費 805 760 45 2,812

     

損  営 業 利 益 926 4.4 849 4.3 76 3,639 4.5

  営業外収益 226 235 △8 641

益   受取利息及び配当金 151 153 △2         276

 営  持分法による投資利益          48 43 4 120

の 業  雑収入          27 37 △10 243

 外    

部 損   

 益 営業外費用 74 88 △13 405

 の  支払利息 68 67 0 282

 部  雑損失 6 20 △14 122

     

  経常利益 1,077 5.1 996 5.1 81 3,875 4.8

特      

別 特別利益 15 32 △17 61

損     

益     

の 特別損失 27 22 4 184

部     

         

税引前第１四半期(当期)純利益 1,066 5.0 1,006 5.1 59 3,752 4.6

法人税、住民税及び事業税 457 528 △71 1,860

法人税等調整額 △12 △45 32 △146

少数株主利益 0 △0 1 1

第１四半期(当期)純利益 620 2.9 522 2.7 97 2,037 2.5
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